
「僕
ぼく

と吃音
きつおん

」 小山市立小山城南小学校 ６年 松浦
まつうら

 奏音
か な と

さん 

 僕
ぼく

には、「どもる」という個性
こ せ い

がある。母
はは

に聞
き

いた話
はなし

だと、三歳
さんさい

ぐらい

から発症
はっしょう

したらしい。はじめの一言
ひとこと

が出
だ

しづらく、上手
じょうず

に話
はなし

ができなか

ったので、自分
じ ぶ ん

の意見
い け ん

を人
ひと

に伝
つた

えるのが苦手
に が て

だったようだ。友達
ともだち

と言
い

い合
あ

いになってもうまく説明
せつめい

ができず、やってもいないことを、僕
ぼく

のせいにさ

れてしまうこともあった。とても悲
かな

しかったし、悔
くや

しかった。時
とき

には、話
はな

し方
かた

を真似
ま ね

されることもあり、笑
わら

われてからかわれて、心
こころ

が傷
きず

ついたこと

もあった。とても生
い

きづらさを感
かん

じたのは事実
じ じ つ

だ。 

吃音
きつおん

というのは、言葉
こ と ば

を話
はな

すときに、初
はじ

めの一音
いちおん

がつまったり、同
おな

じ音
おん

をくり返
かえ

したりしてしまう特徴がある。言葉
こ と ば

の発達
はったつ

過程
か て い

で発症
はっしょう

すること

が多
おお

く、原因
げんいん

はまだよく分
わ

かっていないらしい。自然
し ぜ ん

に治
なお

ることも多
おお

いよ

うだが、吃音
きつおん

を心配
しんぱい

した母
はは

が、放課後
ほ う か ご

に「ことばの教室
きょうしつ

」に通級
つうきゅう

させてく

れた。特
とく

に症状
しょうじょう

の緩和
か ん わ

や改善
かいぜん

には繋
つな

がらなかった。でも僕
ぼく

は、ことばの

教室
きょうしつ

の先生
せんせい

に、どもってもいいということを教
おし

えてもらった。また、自
みずか

ら先
さき

に、自分
じ ぶ ん

には吃音症
きつおんしょう

があることを告
つ

げることで、相手
あ い て

に理解
り か い

してもら

えるようになるかもしれないことを学
まな

んだ。どもりは悪
わる

いことでもなんで

もない事
こと

を知
し

ることができた。 

吃音
きつおん

は日々
ひ び

の努力
どりょく

や頑張
が ん ば

りだけでは治
なお

せるものではない。わざと、変
へん

な

話
はな

し方
かた

をしている訳
わけ

でもない。そういったことが多
おお

くの方
かた

に伝
つた

わって理解
り か い

してもらえたら嬉
うれ

しい。僕
ぼく

は、吃音
きつおん

だからといって、恥
は

ずかしくはない。

これも僕
ぼく

の話
はな

し方
かた

の個性
こ せ い

だ。そう思
おも

えるのも、僕
ぼく

は友達
ともだち

にとても恵
めぐ

まれた

からだと思
おも

っている。今
いま

では、僕
ぼく

の話
はな

し方
かた

を気
き

にすることなく、きちんと 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

耳
みみ

を傾
かたむ

けて、話
はなし

を聞
き

いてくれる友達
ともだち

がいることに、とても感謝
かんしゃ

している。

お互
たが

いの意見
い け ん

が合
あ

わず言
い

い合
あ

いになっても、対等
たいとう

に反論
はんろん

し合
あ

える仲
なか

だ。そ

れは、僕
ぼく

に自信
じ し ん

と勇気
ゆ う き

をくれた。「どもってもいい。」そう感
かん

じることがで

きて、積極的
せっきょくてき

に人前
ひとまえ

で話
はなし

もできる。 

僕
ぼく

は将来
しょうらい

、どんな仕事
し ご と

がしたいか、具体的
ぐたいてき

にはまだ決
き

まってはいない。

確
たし

かに、流 暢
りゅうちょう

に話
はな

す程
ほど

の自信
じ し ん

はないので、選択
せんたく

肢
し

は無限
む げ ん

にある訳
わけ

ではな

いが、人
ひと

の幸
しあわ

せを願
ねが

い、人
ひと

の為
ため

に働
はたら

ける大人
お と な

にはなりたいと思
おも

っている。

だれかに優
やさ

しくすることで、その人
ひと

もまた別
べつ

のだれかに優
やさ

しくするという

優
やさ

しさの連鎖
れ ん さ

ができることを知
し

ったからだ。僕
ぼく

にできることは、限
かぎ

りがあ

るかもしれないけれど、同
おな

じ吃音
きつおん

がある人
ひと

が悩
なや

んでいたら、自分
じ ぶ ん

の失敗
しっぱい

や

経験
けいけん

を伝
つた

え、前向
ま え む

きに頑張
が ん ば

っている自分
じ ぶ ん

の姿
すがた

を見
み

せたい。そして、「吃音
きつおん

」

を理解
り か い

してもらい、差別
さ べ つ

のない社会
しゃかい

になれば良
よ

いと願
ねが

っている。  
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⬆人権教育係の

ホームページ 

近年、ＬＧＢＴＱをはじめとする性的少数者に関して、ニュースや情報に触れる機会が増えてきま
した。自分の性的指向・性自認に対する違和感は、幼少期から生じうる場合もあり、学校においては、
平成２７年（２０１５）年に文部科学省が「性同一性障害に係る児童・生徒に対するきめ細かな対応
の実施等について」を通知するなど、性同一性障がいを含めた性的マイノリティの子ども全体への対
応を求められています。 
小山市人権・男女共同参画課では、昨年３月に「第４次人権施策推進基本計画」を策定し、偏見や

差別を解消し、自分らしく生きやすい社会にするための施策に取り組んでいます。また、生涯学習課
人権教育係においては、各公民館における人権学習会や市職員、教員対象の人権研修会において、性
の多様性に関する内容を取り上げ、人権啓発に努めています。 
この社会の中には、性のあり方によって生きづらさを抱えている人も多くいます。誰もが自分らし

く生きていくために、多様な性について考えていきましょう。 
 

【今日からできること】 

☆多様な性について関心をもち、「みんなが 

多様な性の中の一人である」と考えて行動しよう。 

☆差別的な言葉は使わないようにしよう。 

☆見た目でほかの人の性のあり方を決めつけないようにしよう。 

☆ほかの人の性のあり方を、本人の了承なしに他人に伝えない

ようにしましょう。（アウティングは重大な人権侵害です！） 

 

 

 

 
 

私は～だと思う

けど、どう思う？ 

誰もが自分らしく生きていくために、多様な性について一緒に考えましょう 

大切なのは、性的マイノリ
ティの方を含め、一人一人の
人権が尊重され、誰もが自分
らしく生きることができる社
会をつくることですね。 
 


